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論文内容の要旨
本論文は、有機スズ化合物のうちで、 Sn-02C 結合および~Sn-S 結合を有する一連のジアルキルスズ
型化合物の熱分解反応を行ない、陰性基の構造と分解挙動との関係、:t::J'よび塩化ピニル樹脂用安定剤
としての性能との関係を明らかにしたもので、 4 章からなっている。
第 l 章は、 Sn-O 2C 結合を有する化合物の熱分解に関する研究である。すなわちもっとも基本的な構
造のジカルボキシラート R 2Sn(0 2CR-) 2 について、反応温度、時間などの反応条件が、生成物で、
あるケトンやトリアルキルスズ型化合物の収率に及ぼす影響について調べ、これらの化合物を高収率
で得る条件を見出した。一方、カルボキシラートの酸残基に-0 R' 、一 C O2 R' などの置換基を導入
すると、置換基の部分にまず分解が起こり、分解によって生じた生成物がスズーアルキル基の開裂に
も影響を与えることを述べている。また、置換基としてハロゲンを導入した場合では、ほぼ定量的に
スズーハロゲン結合が生成し、酸残基の部分からスズを含まない有機化合物が生成することなどから
熱分解過程を求めている。この系列の化合物についてはさらに詳しい知見を得るため、ジアルキルス
ズオキシドとハロゲンを含むエステル類との反応を行ない、有機化学的にも興味ある反応生成物を見
出している。
第 2 章は、 Sn-S結合を有する化合物を扱って;t'り、この系列の化合物の場合にも、メルカプト
残基における分解が全体の分解を律することを認めている。すなわす類似の構造をもっ R 2 Sn(SnCH2
CH 2CO 2R ) 2 と R 2 Sn(SCHR 庁CO 2R') 2 との聞で、分解挙動が大きく異なることについて、スズ
ーハロゲン結合を有する各種化合物を合成し、環構造と分解のし易さ、および分解生成物の種類との
関連について究明した。また、 -C0 2 Rノ基のかわりに-02CR'基を導入した化合物R 2Sn(SCH 2 
CH 2 0 2 CR')2で、は、第 1 章で検討した、 Sn-Oz C 結合が安定な Sn-S 結合に代わって生成すること
を認めている。
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本章においてもハロゲンを含む誘導体 R 2 Sn(SCH 2CO 2CH 2X) 2 について検討し、スズーハロゲ
ン結合の生成が、この場合も顕著で、あって、とくに R=CH 3の場合で、は、分解生成物である 1 ，4- ジチ
アンが同時に生成したジメチルスズジハライドと興味ある錯体((CH 3) 2SnX z) Z ・ S 2C 4H 8 を生成す
ることを見出している。
第 3 章では、前章までの熱分解反応の結果を考慮しつつ、塩化ピニル樹脂用安定剤としての性能を
検討した結果、化合物自身が分解し易いものが一般に効果が高く、かっその分解生成物が熱安定効果
に寄与することから塩化ピニル樹脂の熱時にわける安定化機構として、安定剤自身の分解生成物を考
慮すべきことを提案し、さらに新しい安定剤として 2種のすぐれた性能をもっ化合物R 2Sn(02CCH2 
CH 2SCH 2CH 2CO 2R') 2 、 R 2Sn( 0 zCCH 2CH zOR') 2 を見出している。
第 4 章は、本論文の総括で、以上の結果をまとめている D
論文の審査結果の要旨
有機スズ化合物は、近年、学術的にもまた工業的にも極めて興味ある対象として、とくに注目を集
めている分野である。しかしながら、有機スズ化合物の熱分解現象についてはまとまった研究がまだ
行なわれていない現状である。このような情勢において、本論文は有機スズ化合物のなかでも代表的
な構造をもち、かっ工業的にも比較的入手しやすい 2 系列からなる多数の有機スズ化合物に関して、
熱分解反応に関する研究を系統的に行なったものである。
すなわち、対象とした化合物は Sn -0 zC結合;(;l よび Sn-S結合をもっ一連の化合物であるが、
とくにスズに結合する陰性基の種類や構造に注目し、これらの構造と分解性状との聞に要旨に述べた
如く、新しい多くの知見を得ている。またこれら一連の有機スズ化合物はポリ塩化ピニル樹脂用の耐
熱安定剤としても、極めて代表的な化合物であり、本論文では熱分解現象と安定剤としての性能との
相関関係についても興味ある検討を加えている。その結果、耐熱安定剤としての性能には、安定剤自
身の熱分解挙動が大きく関与し、かっそれらの分解生成物が熱安定効果に寄与することを見出したこ
とから、ポリ塩化ピニル樹脂の安定化機構の上に新しい考察を行なうとともに、この考え方に従がう
新しい安定剤として、 2種の優れた性能をもった化合物を見出している。
以上のように本論文は、学術的にもまた工学的にも貴重な貢献をなすところが多く、学位論文とし
て充分価値あるものと認められる。
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